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利用者の年齢 

① 

利用者アンケートの結果  

 

当館の施設やサービス等に対する利用者の意識等に関するアンケート調査の主な結果は

次のとおりです。 

（・実施期間：平成 30年(2018年)7月 12日～7月 26日  ・対象：実施期間中の入館者 

・総回答数：212  ・グラフ上部の数字は回答数） 

 

１ 利用者の年齢 

 利用者の年齢は 15 歳未満から 80 歳以上までの各年代にわたっています。最多は 60 歳

代、最少は 80歳以上で、60歳以上の人が全体の約 4割を占めています。 

 

２ 利用者の居住地 

 利用者の居住地は、熊本市が約 9 割で、そのうち 8 割強が当館の位置する中央区と近接

する東区です。県外からの利用者も見受けられます。 

 

３ 利用者の職業等 

 利用者の職業等は、多い順に無職、勤労者、学生となっています。無職と答えた人の大

半は 60歳以上の高齢者です。 

①15 未満  ②15～18  ③19～22  ④23～29  ⑤30 代  ⑥40 代  ⑦50 代  ⑧６0 代  ⑨70 代  ⑩80 以上 

⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ⑩ ⑨ 



４ 利用頻度 

 利用頻度は月 2～3 回が最多です。これは、当館の貸出期間が 2 週間であることに起因

していると考えられます。また、毎日を含めて週 1回以上利用する人が 4割強で、月 2～3

回と合わせると全体の 7割を超えています。 

 

５ よく利用する場所 

 最も利用が多いのは一般書を扱う 2階第 1閲覧室で、次が 2階と 3階のラウンジに設置

している学習スペースです。子ども図書室は他の閲覧室に比べて少なくなっていますが、

実際には子育て世代を中心に継続的に利用している人は少なくありません。 

 

６ 利用時間 

 利用時間の平均は約 2時間 54分です。 

最短は 10 分、最長は 9 時間です。学習スペースを利用する人としない人の利用時間を

比較すると、利用する人の平均が約 4時間 19分、利用しない人の平均が約 2時間 13分で

す。 

 

７ 利用目的 

 利用目的では、多い順に自習、調べもの、本の貸出、本の閲覧となっています。 
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ビジネス書コーナー 

ヤングアダルト向けコーナー 

大活字本コーナー 

視聴覚資料の視聴 

子ども室おはなし会 

インターネット検索 

資料の郵送複写 

図書の購入リクエスト 

ビジネス支援無料相談会 

資料の遠隔地返却 

子ども室特別資料の貸出 

マイクロフィルムの閲覧 

デジタル化資料の閲覧 

資料の相互貸借 

各種サービスの認知・利用状況 

利用あり 知っているが利用なし 知らない 

８ 各種サービスの認知・利用の状況 

 提供する各種サービス等は、項目によって周知及び利用の状況に大きな違いが見られま

す。 

 

９ レファレンスの利用状況と満足度 

 レファレンスを利用したことがある人は全体の 2 割弱で、レファレンス自体を知らなか

った人も 3割を超えています。一方、利用したことがある人の約 65％はレファレンスの結

果に満足しています。 



10 ホームページの利用状況と利用頻度 

 ホームページの利用経験がある人は約 5 割です。利用頻度は年数回が最多で、大半の人

が月数回以下と答えています。ホームページ上の各サービスを利用する人はいずれも 3 割

に届かず、それぞれ約 3～4割の人がサービス自体を知らなかったと答えています。 

 

11 契約しているデータベースの利用状況と利用の意思 

 提供元と有料契約し利用者に無償で提供するデータベースを利用したことがある人は約

5％で、データベースが利用できることを知らなかった人も 3 割を超えています。一方で、

4割弱の人が、使い方がわかれば利用したいと答えています。 



12 くまもと文学・歴史館の入館経験とその当館利用への影響 

 利用者の約 6 割の人が併設する文学・歴史館への入館経験があり、そのうち約 4 割の人

が、文学・歴史館での見学が当館の利用に影響を与えたと答えています。具体的には、「展

示解説で初めて知った事柄を図書館の本で改めて確認する」「紹介されている人物の関係本

を読んだ」「歴史上の人物の書物を調べたいと思った」などです。 

 

13 総合的な満足度 

 総合的な満足度としては、7 割強の人が満足またはやや満足と答えています。理由とし

て多いのは「利用環境がよい」、「職員の対応がよい」、「蔵書が多い」です。 

一方、約 1割の人が不満またはやや不満と答えています。理由は「蔵書が少ない」「職員

の対応がよくない」「利用環境がよくない」などです。 

 

14 今後力を入れるべきこと 



 今後、力を入れるべきこととして、回答数が 30を超えたものを挙げています。最も多い

回答は「幅広い分野の資料収集・提供」で、2 番目は「熊本に関する資料の収集・提供・

保存」、3番目は「『調べる図書館』としての機能」でした。 


